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こ
の
た
び
二
宮
睦
雄
先
生
が
「
新
編
医
学
史
探
訪
』
を
出
版
さ
れ

た
。
Ｂ
５
判
三
一
四
頁
、
各
頁
に
貴
重
な
資
料
や
原
典
が
美
し
い
カ
ラ

ー
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
「
図
説
医
学
史
探
訪
」
と
穂
し
て
も

よ
い
程
の
豪
華
本
で
あ
る
ｃ

こ
こ
に
は
「
医
学
を
変
え
た
」
百
余
人
の
巨
人
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
際
著
者
が
最
も
力
を
注
い
だ
も
の
は
巨
人
た
ち
の
原
典
で
あ
る
。

原
曲
箸
解
す
る
こ
と
な
し
に
、
正
し
く
そ
の
人
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

著
者
は
先
づ
巨
人
た
ち
の
原
典
に
触
れ
、
そ
れ
を
通
じ
て
巨
人
た
ち
の

語
る
哲
学
や
医
学
思
想
に
耳
を
傾
け
て
後
、
史
上
の
人
物
を
論
じ
記
述
す

る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
本
書
の
も
つ
特
色
と
な
っ
て
お

り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
点
で
も
あ
る
。

と
は
言
え
、
原
典
（
原
著
）
の
集
蒐
は
容
易
な
業
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
と
想
像
さ
れ
る
。

筆
者
も
史
上
の
人
物
を
執
筆
し
た
際
、
資
料
の
入
手
に
手
を
焼
き
、

ほ
と
ほ
と
困
却
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
が
、
本
書
を
ひ
も
と
く
と
、

貴
重
な
原
典
の
傍
に
「
筆
者
所
蔵
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
に
出
遭
い
、

大
き
な
驚
き
を
感
じ
た
。

著
者
も
序
文
の
中
で
、
「
こ
れ
ら
の
史
料
は
一
九
八
八
年
か
ら
…
…
主

に
外
国
の
古
書
店
か
ら
入
手
し
た
も
の
で
…
…
度
重
な
る
欧
州
探
訪
の

旅
で
集
め
た
史
料
や
撮
影
資
料
も
多
く
、
：
：
：
（
ま
た
）
オ
ラ
ン
ダ
の
古

二
宮
睦
雄
著

一
新
編
医
学
史
探
訪
』

書
店
で
若
干
の
蘭
書
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
と
記
し
て
い
る
。

苦
心
の
程
が
偲
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
図
版
を
見
て
楽
し
く
、
読
ん

で
迫
力
が
あ
る
。

本
書
は
「
国
外
篇
」
と
「
国
内
篇
」
と
に
分
れ
て
い
る
。

「
国
外
篇
」
で
は
古
代
イ
ン
ド
の
医
学
資
料
を
ス
シ
ュ
ル
タ
集
成
に
求
め
、

ス
シ
ュ
ル
タ
（
外
科
医
）
の
人
間
観
倫
理
観
と
医
学
思
想
を
説
き
起
す
こ
と

か
ら
始
め
て
、
今
後
の
大
き
な
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
ワ
ト
ソ
ン
と
ク

リ
ッ
ク
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
二
重
ら
せ
ん
構
造
の
発
見
に
至
る
ま
で
の
壮
大
な
歴

史
が
百
余
人
の
医
学
を
築
い
た
巨
人
像
を
通
じ
て
描
か
れ
て
い
る
。

本
篇
は
実
は
一
九
九
九
年
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
愛
蔵
し
て
い

る
が
、
読
ま
れ
た
方
が
お
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
旧
著
に
「
国
内

農
を
加
え
て
一
著
と
し
た
の
が
本
書
『
新
編
医
学
史
探
訪
』
で
あ
る
。

「
国
内
篇
」
を
書
き
加
え
た
事
情
を
著
者
は
「
私
は
敗
戦
間
も
な
く
の

（
６
，
８
）

医
学
部
の
一
年
生
の
こ
ろ
に
解
剖
学
の
小
川
鼎
三
先
生
か
ら
『
解
体
新

書
」
に
ま
つ
わ
る
話
を
お
聞
き
し
て
、
日
本
医
学
史
、
と
り
わ
け
蘭
学
に

よ
っ
て
新
し
い
医
学
を
吸
収
し
た
人
々
の
意
気
込
み
に
感
銘
を
受
け
、
そ

れ
以
来
関
心
を
深
め
て
い
ま
し
た
」
と
序
文
の
な
か
で
書
い
て
い
る
よ
う

に
、
近
代
日
本
医
学
の
黎
明
を
も
た
ら
し
た
江
戸
蘭
学
者
を
中
心
に
、
著

者
が
探
訪
し
た
成
果
が
資
料
を
通
じ
て
見
事
に
記
述
さ
れ
て
い
る
ｃか
つ

行
間
に
著
者
の
意
気
込
み
と
情
熱
が
感
じ
ら
れ
る
。
筆
者
は
嘗
て
自

著
の
な
か
で
「
動
物
の
発
生
で
、
「
個
体
発
生
を
繰
り
返
す
」
と
は
生

物
学
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
、
人
間
の
場
合
、
胎
内
の
十
ヶ
月
の
間
に
動

物
進
化
の
全
過
程
を
繰
り
返
し
て
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
く
る
。
医
師

も
ま
た
一
人
前
の
医
師
と
な
る
過
程
で
、
そ
の
系
統
発
生
を
繰
り
返
す



日本医史学雑誌第52巻第3号(2006)473

１

本
書
序
文
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
池
田
文
書
研
究
会
は
昭
和
六
一
年
七

月
に
結
成
さ
れ
た
。
以
来
二
十
年
間
、
ほ
ぼ
毎
月
一
回
、
順
天
堂
大
学

の
一
室
に
会
し
、
酒
井
シ
ヅ
教
授
を
盟
主
と
す
る
翻
字
編
纂
を
し
て
き

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
遠
い
昔
の
医
師
の
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
最
近

ま
で
の
医
師
の
あ
り
方
を
、
駆
け
足
で
繰
り
返
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
に
医
の
歴
史
を
学
ぶ
必
然
性
が
あ
る
。
」

と
書
き
記
し
た
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
日
本
の
大
学
に
は
医
史
学
の
講
座
が
な
い
た
め
（
あ
る
の
は
順
天
堂

大
学
の
み
）
、
技
術
者
的
医
師
が
世
に
送
り
出
さ
れ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

医
史
学
の
も
つ
意
義
と
そ
の
責
務
は
大
き
い
。
本
書
は
そ
れ
ら
に
應

（
こ
た
）
え
得
る
質
の
高
い
良
書
で
あ
る
。

医
を
学
ぶ
者
、
医
に
関
係
あ
る
仕
事
に
た
づ
さ
わ
る
者
は
勿
論
、
科

学
史
に
興
味
あ
る
方
の
、
是
非
の
一
読
を
す
す
め
て
止
ま
な
い
。
（
荒
井
保
男
）

〔
医
歯
薬
出
版
三
里
泉
都
文
京
区
本
駒
込
一
’
七
’
一
○
、
電
話
○
三
’

五
三
九
五
’
七
六
○
○
、
二
○
○
六
年
三
月
、
Ｂ
五
判
、
八
四
○
○
円
〕

池
田
文
書
研
究
会
編

「
東
大
医
学
部
初
代
綜
理
池
田
謙
斎
池
田
文
書
の
研
究
（
上
）
」

た
。
こ
の
た
び
そ
の
成
果
を
世
に
問
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
紹
介
記
事
が
編
纂
実
務
と
解
題
・
註
釈
を
執
筆
し
た
酒
井
シ

ヅ
・
深
瀬
泰
旦
・
遠
藤
正
治
の
三
氏
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
こ
の
研
究

会
に
当
初
よ
り
参
加
で
き
た
一
人
で
は
あ
る
も
の
の
、
福
沢
諭
吉
の
い

う
「
筆
と
る
職
人
」
並
の
翻
字
に
終
始
し
た
小
生
が
そ
の
役
割
を
担
う

と
は
、
い
さ
さ
か
紐
促
た
る
も
の
が
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
明
治
期
の
天
皇
制
国
家
の
建
設
と
、
そ
れ
に
参
画

し
た
幾
多
の
人
々
に
関
心
を
深
め
る
研
究
者
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
本
書

の
評
価
は
な
さ
れ
よ
う
。
本
書
に
は
、
池
田
謙
斎
の
履
歴
か
ら
み
て
、

特
に
医
学
教
育
・
軍
医
制
度
と
皇
室
侍
医
局
に
関
わ
る
制
度
の
成
立
過

程
と
、
こ
れ
と
表
裏
を
な
す
人
事
や
治
療
等
つ
い
て
、
示
唆
に
富
む
新

史
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。

本
書
の
第
一
部
に
は
池
田
謙
斎
の
養
父
池
田
多
仲
宛
書
状
を
収
め

る
。
そ
の
書
状
は
伊
東
玄
朴
・
大
槻
俊
斎
・
緒
方
洪
庵
等
十
名
か
ら
の

来
状
、
全
七
九
通
で
あ
る
。

池
田
多
仲
は
津
和
野
藩
医
池
田
淳
作
の
長
男
で
、
江
戸
に
出
て
伊
東

玄
朴
に
入
門
（
玄
仲
と
名
乗
る
）
。
そ
の
縁
で
江
戸
の
蘭
方
医
達
が
経

営
す
る
、
お
玉
ケ
池
種
痘
所
医
を
勤
め
た
。
種
痘
所
が
文
久
元
年
二

八
六
二
に
幕
府
の
西
洋
医
学
所
（
後
に
医
学
所
）
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
池
田
多
仲
は
幕
臣
と
な
る
（
深
瀬
泰
旦
氏
著
『
天
然
痘
根
絶
史
』
、

二
○
○
二
年
、
恩
文
閣
出
版
刊
）
。

第
二
部
が
池
田
謙
斎
宛
書
状
で
あ
る
。
こ
の
た
び
の
本
書
上
巻
に
は

発
給
者
四
一
名
の
全
五
五
七
通
を
収
め
る
ｃ

池
田
謙
斎
（
天
保
十
二
年
、
一
八
四
一
～
大
正
七
年
、
一
九
一
八
）


